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大

歳

神

社

の

力

量

石

は

、
昭

和

五

十

四

年

に

枕

崎

台

風
（

昭

和

二

十

年

九

月

）
に

よ

り

倒

壊

し

た

鳥

居

の

再

建

工

事

中

に

発

見

さ

れ

た

花

崗

岩

の

自

然

石

で

あ

る

。
草

相

撲

で

角

ヶ

﨑

か

ど

が

さ

き

の

四

股

名

を

持

つ

中

井

直

松

が

、
恵

川

か

ら

抱

え

上

げ

た

と

い

わ

れ

て

お

り

、
「

力

量

石 

量

目

七

拾

八

貫

目 

角

ヶ

﨑

直

松

建

之 

明

治

廿

三

稔
（

二

十

三

年

）
第

三

月 

當
（

当

）
年

二

十

四

歳

」

文

字

が

刻

ま

れ

て

い

る

。
こ

の

石

は

、
江

戸

時

代

か

ら

昭

和

初

期

頃

ま

で

日

本

各

地

で

、
力

比

べ

や

、
力

試

し

に

持

ち

上

げ

た

力

石

で

あ

り

、
特

に

大

き

い

石

に

は

力

量

石

の

よ

う

に

名

前

が

付

け

ら

れ

て

い

る

。
こ

う

し

た

風

俗

習

慣

は

、
す

で

に

忘

れ

去

ら

れ

て

お

り

、
当

時

の

人

々

の

生

活

文

化

を

知

る

う

え

で

貴

重

な

資

料

で

あ

る

。 
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